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大賞は寿町の古谷和子さん

古谷さんのポケットガーデンの秘
ひ

訣
けつ

平成25年（2013年）6月15日

▲古谷和子さん（左）と御家族

色づく植栽で白い塀を品よく彩る

リズムよく並ぶハンギングプランター

簡潔だが木の根元まで美意識が届く

道に向けた花壇が通学路を明るくする

円を描くユニークな溝で木を主役に

鉢や敷石までも統一感ありオシャレ

▲キレイな花に歩道を行く人もチラリ

問い合わせ　まちづくり推進課☎（８2）9643

第５回　通りに映えるポケットガーデン

美しい風景に出会えるまち

ふるさと秦野生活美観大賞

生活美観特別賞
第６回候補募集

　景観まちづくりに貢献する個人や店舗・事業所などを毎回異なるテーマで表彰する「ふるさと秦野生活美観表彰」。
第 ５回は小さなスペースを上手に使ったお庭を募集し、21件の候補の中から各賞が選ばれました。選考にあたっては
昨年11月 3 日「市民の日」で写真展示し、来場された1,100名を超す皆様に「すてきだ」「自分もやってみたい」と思う候
補へ投票していただいて受賞者を決定し、この度 6月 1日「景観の日」に合わせ表彰を行いました。

６件の特別賞が選ばれました。配置や色合いに工夫が見られ、
ぱっと目を引くすてきな演出がいっぱいです。

　第 ５ 回ふるさと秦野生活美観表彰で「生活美観大賞」に選ば
れたのは、寿町在住の古谷和子さんのポケットガーデン。
　両側に鉢植えが飾られた明るく爽やかな階段は、審査コメ
ントに「迎えられている感じ」「明るく清潔感があり通るとき気
持ちよさそう」などといった感想が多く寄せられました。
　また、「ひと目でたくさんの花が見えるところがすてき」「自
宅でも真似してみたい！」等、段差を活かして高さを感じさせ
る演出や鉢植えによる小さなスペースの演出を自宅でも参考
にしてみたいお手本として高く評価する意見が目立ちました。
　取材中通りかかった方も「いつも前を通っています。見とれ
てしまう」と笑みを浮かべて話されていましたが、まさに通り
に映えるポケットガーデンです。

　受賞にあたって古谷さんにお話を伺いました。
　通行人の目も楽しませる季節ごとの花々。賑やかですが沢
山の花を買ってこなければできないのでしょうか。
　「うちでは花が終わったら塀と家の間のスペースに地植えし、
次の花の時期まで待ちます。こぼれ種で増えたりもするんです。
咲いたらまた鉢に戻して表に飾っています」――毎回全てを
買ってこなくても、こうした工夫で華やかなポケットガーデ
ンができるのですね。

　自薦、他薦どちらでも可。あなたも応募してみませんか。　
11月3日「市民の日」会場で写真のパネル展示、市民投票を予定
しています。
※�他薦の場合、市職員が推薦を受けた方を訪ね、候補となることについて承諾い
ただけた場合に限り、参加となります。

テーマは「ようこそ」の気持ちが見える店舗・事業所
　出入り口に花を植えたり、アプローチの脇にベンチを設置す
るなど、来訪者を「ようこそ」と歓迎する気持ちが感じられるよ
うな空間をつくっているお店、事務所、工場などです。

募集期間　平成25年 9 月30日（月）まで
応募方法　①推薦する店舗・事業所の名称、場所
　　　　　②推薦したい理由
　　　　　③推薦者の住所、氏名、連絡先
　　　　　①～③を記入の上、まちづくり推進課へ提出
　　　　　持参、郵送、ファクス、Ｅメールいずれも可
提 出 先　〒257-8501 秦野市桜町一丁目 3 番 2 号
　　　　　秦野市役所まちづくり推進課景観推進班
　　　　　西庁舎 ２ 階　ファクス（82）7410
　　　　　matidukuri@city.hadano.kanagawa.jp

｢ようこそ｣の気持ちが見える店舗・事業所

戸川・Ａ邸

戸川・Ｋ邸

栄町・Ｔ邸

文京町・Ｏ邸

今泉台・Ｋ邸

立野台・Ｆ邸


